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≪第１５回あつぎ観光ボランティアガイド協会総会≫ 

行事区分：通常総会 

日  時：４月１８日(木)１３：００～１４：３０ 

場  所：アミューあつぎルーム６０６・６０７ 

参 加 者：来賓 8 名 会員３２名 

 

御来賓として、小林常良厚木市長、黄金井康己厚木市観光協会副会長、小野間善雄厚木

市観光振興課課長、堅持麗子厚木市観光振興課主

査、増田裕彦厚木市文化財保護課課長、森下俊春

厚木市観光協会専務理事、杉山陽一厚木市観光協

会課長、窪寺秀都海老名ガイド協会副会長の皆様

をお迎えしました。 

司会進行を長谷川会員が務め、開会のことばで

始まりました。 

初めに会長の挨拶のあと、御来賓を代表して小

林市長、続いて黄金井観光協会副会長、窪寺海老

名ガイド協会副会長各氏の挨拶をいただきました。 

御来賓の皆様の紹介のあと、休憩をはさみ議事進行となりました。 

議長には司会者の指名により田頭会員が選出され、挨拶の後、最初に総会出席者３２名、

委任状６名で総会が成立することを確認して、議事が進行されました。 

平成３０年度の活動報告、会計報告、監査報告及び平成３１年度の活動方針(案)、事業

予算(案)、役員選出(案)の報告と議決が行われ参加会員の半数以上の挙手により、すべての

議案が了承されました。 

最後に平成３０年度新入会員４名の自己紹介があり、第１５回通常総会は問題なく終了

いたしました。 

 

あつぎ観光ボランティアガイド協会ニュース 

 

 

地蔵橋親水公園  （撮影 阿部会員） 
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総会後の懇親会 

第１５回通常総会の後、恒例の懇親会を商工会議所内のレストラン「けやき」で実施、

来賓参加として堅持麗子厚木市観光振興課主査、

窪寺秀都海老名ガイド協会副会長、森下俊春厚木

市観光協会専務理事、杉山陽一厚木市観光協会課

長４氏を迎え、会員２４名と共に懇親を深めまし

た。 

懇親会の途中々々で、代表来賓の方のお言葉、

会員の挨拶、今後の抱負やら今までの経歴等のコ

メントがあり、飲食をしながら皆さん楽しい時間

を過ごした懇親会でした。 

（田頭 記） 

 

≪第５５回あつぎ飯山桜まつり≫ 

行事区分：行事支援 

日  時：３月３０・３１日 4 月 6・７日 ０９：００～１６：００ 

場  所：飯山観音 桜の広場 実行委員会本部 参道 特設ブース 

支 援 者：延べ 20 名（各日 5 名） 

 

 ３月３０日（土） 

午前中は参道の特設ブースで、午後は本部

で支援をしました。朝のうちはブースのテン

トがメッシュタイプの物で風が素通りする

ので非常に寒く感じました。 

午前中は会場に向かう人のカウントと饅

頭等の販売でした。通行人への挨拶と物品の

販売は初めての経験であったので少し緊張

しました。時間がたつにつれ、人々との挨拶

も楽しくなりました。 

午後は本部に詰めましたが、プログラムの

配布などが主たる業務で時間的には余裕がありました。ダンスコンテストは見ることは出

来ませんでしたが、登録に来た人々を横で見ていて、その熱意を感じ、非常に新鮮でした。 

朝の集合場所がわからず間違った場所で待機してしまいました。 

先輩の方々には一から教えていただきました。また、あの急坂、階段を苦にせず往復す

る先輩方には敬服いたしました。                   （藤田 記） 

 

午前中は桜の広場本部、午後は特設ブースを担当しました。 

本部には２名で待機。本部の場所が変わった為か来訪者は少なく（ダンスコンテストの

出席確認やパンフ渡し程度）手持無沙汰状態で終了しました。  
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昼食後、１３時から特設ブースへ移り１６時まで販売支援や来場者集計を行いましたが、

何事も初めてで人数カウンターの使い方から教えてもらう状態でした。 

販売支援で２名体制時（昼食のため１名不在）お客様が込み合うと金銭扱いが不慣れの

ためもあり多忙に感じられました。 

用意された４０箱の「花見饅頭」は複数購

入のお客様もいて無事完売しましたが、帰路

に購入予定の饅頭を購入出来ずに落ち込んで

いた男の子の様子が特に印象的でした。 

また、先輩方が特設ブース前で「桜まつり」

や「つつじまつり」（来月のイベント案内）

のリーフレットや「あゆころちゃんカード・

シール」の配布をしました。しかし、肝心の

「桜まつり」のリーフレットが不足し、希望

されるお客様に配れないことは残念でした。 

カード・シールは子供たちには非常に好評で、素直に喜ぶ姿が見られ嬉しく思いました。 

この度はすべて新鮮で、あっという間に終了しました。 

今後の活動について、諸先輩方の対応を是非参考にしたいと思う一日でした。 

（水島 記） 

 

3 月 31 日（日） 

前夜の雨も上がり好天の天気予報に反して、霧のために陽ざしは遮られ昼前には小雨が

落ちてくる肌寒い気候ながら、咲きそろった桜とお祭りを楽しみに大勢のお客様が訪れま

した。 

特にお子様連れが多かったのは、ゆるキャ

ラと会うのが目的でしょうか？ 

あゆコロちゃん・茅ケ崎のえぼし麻呂・愛

川町のあいちゃんが会場を練り歩き、まつり

を盛り上げていました。 

その他、太鼓連の競演もにぎやかでした。 

来場者集計・案内チラシ配布・会場案内・

厚木市の案内などを行いました。 

桜まつりのお土産やあゆコロちゃんグッツ

の売れ行きも好調でした。 

（森島誠 記） 

 

４月 6 日（土） 

（本部） 

午前中はトレイルランニングの本部席になり、私達はテントの中にも入れませんでした。 

入賞者の表彰式が終わった後の午後 13 時過ぎにようやく本部席に座りました。 

 



4 

今年は本部の場所が変わり、目立たないのか、パンフレット等を取りに来る花見客の方

も少なく、イベント開催の時刻表を求めてくる関係者の方がチラホラあった程度で暇な支

援でした。                              （寺田 記） 

 

（特設ブース） 

先週の寒さが嘘のような春の温かさで心配されていた桜は満開！ まさに絶好のお花見

日和でした。 

午前中は恒例のトレイルランニングが開催

され市内外から多くの参加者（150 名）が 10

時半のスタートと同時に一斉に坂を下って来

ました。余裕のある参加者からは「桜饅頭予約

しま～す」と私たちのブースに向かって声をか

けていく人もいて「待っているよ」と声をかけ

て応援しました。 

お昼を過ぎてもお花見客はどんどん増えて、

私たちの気迫の販売もあってか桜饅頭（57 セ

ット）は午後 2 時前に全て完売し、その後は饅

頭ロスで販売意欲も少し失せてしまう程でした。 

あゆコログッズも好調で小学生の子供たちやお孫さん向けにたくさん買っていただきま

した。 

ここ数年の桜まつりは雨にたたられたり、桜の開花にタイミングが合わなかったりと残

念でしたが、今年は好天にも恵まれ、満開の桜の中で実施することができたことが何より

で私たちも楽しんで支援ができた 1 日でした。 

（長谷川 記） 

 

４月 7 日（日） 

今日も穏やかな晴れで、絶好のお花見日 

和となりました。 

先週も満開だったそうですが、この所の 

花冷えのおかげでしょうか、お祭り最終日の今

日も、まだ見ごたえのある風景が広がっていま

した。 

この日イベントは、さくら神輿と踊り、白龍

太鼓、大道芸、抽選会などで、例年を上回る人

出で大いに盛り上がっていました。 

私達５人は交代で、３人が参道入口の特設テントであゆコロちゃんグッズの販売、来訪

者数のカウント、パンフレットの配布など、２人がさくらの広場で案内、抽選会の受付な

どを行いました。 

皆さん、それぞれの役目をきちんと果たされ、飯山さくら祭の最終日を締めくくりまし

た。お疲れ様でした。                        （西出 記） 
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≪春の文化財一般公開≫ 

行事区分：行事支援 

日  時：４月７日(日) １０：００～１５：００ 

場  所：金剛寺 

支 援 者：会員 6 名 （参拝者：400 名） 

 

「さくら ひらひら 舞い降りて落ちて 揺

れる 想いのたけを 抱きしめた 君と 春に 

願いし あの夢は 今も見えているよ さくら

舞い散る」 

「いきものがかり」の「SAKURA」が聞こえてきたような気がしました。 

桜まつりの最終日、飯山の金剛寺の木造阿弥陀如来坐像の御開帳に、説明要員の一人と

して参加しました。 

桜は満開、天気は快晴で風もなくおだやか、これ以上は望めない最高の条件下での御開

帳。お客様の出足も良く、開始時間の 11 時から長い行列が出来て、一時は十分な説明の

時間が取れない状態にもなり、申し訳なくも思いました。 

厚木市の担当者もパンフレットを増刷して対応に追われていたようでした。お客様のな

かには何度も並ばれた方もおられたようでした。 

御開帳日を聞かれて、不定期と答えておきましたが、決まっていたら良いなと思いまし

た。初めての方もおられて感動して帰られたようでした。 

上海からのお客さんがおられました、般若心経の冊子を見せてくれました。 

仏教は共通語で通じ合えると思いました。ニンハオとシェイシェで対応しました。 

私にとっては、阿弥陀如来様がまつられているお堂の中に入れて（掃除をする目的）間

近で拝見、本堂に入れてもらい黒地蔵様も拝見でき、とても有意義な一日でした。 

（村上 記） 

 

 

≪かながわグルメフェスタ 2019 in 厚木≫ 

行事区分：行事支援 

日  時：4 月 20 日（土）、２１日（日） 

１１：００～１６：００ 

場  所；厚木中央公園 

支 援 者：会員 11 名（20 日）、6 名（21 日） 

 

4 月 20 日（土） 

10 時の開会式には、雲がやや多いながらまずまず

の天気で、多くのお客様が会場に訪れました。 

私達は、店舗担当で No1 グルメを決めるための投票用の箸を渡す役となり、11 名の会

員で 5 店舗を受け持ちました。 
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今回は、多くの店舗を体験する意図で午前と午後では店舗を交換して担当し、人気商品

のお店では、1 日に 1,500 膳くらいの箸を配りました。 

（森島誠 記） 

 

かながわグルメフェスタの初日の支援を致しました。当日は曇り空でしたが初夏を思わ

せる暑さの中、お肉を焼く煙や香ばしい匂いが立ち込め、人気商品などは長蛇の列ができ

ていました。 

会場の中央公園は球体の噴水が撤去され、その整

地された場所がスイーツランドの会場となってい

ました。例年だと、スイーツランドはどこですか？

と聞かれる事が多いのですが、今回は同じ会場だっ

たので、お客様にはとても都合が良かったようです。 

圧倒的に若い人や家族連れが多く、満開の八重桜

の下にセッティングされたテーブルで、楽しげに舌

鼓を打っているのが印象的でした。 

（佐々木 記） 

 

４月２１日（日） 

厚木中央公園本部テント前に集合。大勢のボランティア団体が集まっていました。 

私が担当したのは人気店を決める投票用の「箸」を渡す役割で、前半は豚骨ラーメン店で、

朝から行列が出来る人気店で大忙し、後半は鶏肉の炭火焼店で、風向きによっては煙がも

うもうとして大変でした。 

当日は快晴で、多くの参加者で会場は埋まり、

歩くのがやっとという混み具合でした。 

グルメの他にスイーツランドの店舗が１２店、

各都市のゆるキャラも参加、さらに舞台では音

楽・歌の演奏もあり、大勢の家族連れが色々なお

店の物を食べたり飲んだりで、楽しそうでした。          

（澤田 記） 

 

 

私たちが担当した店舗では会員が支援した効果でしょうか？ 2 店舗が金賞と銀賞を受

賞しました。                             

（森島誠 記） 
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お知らせ 

 

厚木市の新しいガイドブックに協会の会員が掲載されました。 

１つは、会員が市内のサクラスポットを案内している写真と記事

です。 

２つ目は表紙を飾る多くの写真の中の１つです。これは昨年、編

集会議の様子を撮ったものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
拡大写真 
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雪の大山・満開の桜・新緑 

平成３１年 4 月 11 日 山下 潔 

 

滅多に見られない。雪の大山と、満開の桜、加えて新緑。写真を拡

大すると大山の雪がわかります。玉川沿いと玉川小学校の写真です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私も、昼前に七沢観

光案内所に来ました。 

 本当に今日は良い

天気、何もかもが春で

すね。  

（根岸 記） 
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野毛山公園の公衆聴取施設 

阿部 啓冊 

野毛山公園の広場に大きな石灯籠があります。 

昭和 7 年 11 月に建てられた石灯籠で、高さが約 4.7m あり正

式名称は「公衆用聴取施設」、早い話がラジオ塔です。 

日本のラジオ放送は、大正 14 年に東京、大阪、名古屋の各

放送会社で開始され、翌年、各地の放送局は社団法人日本放送

協会に統合されました。 

このラジオ塔は、日本放送協会が全国の聴取加入者が 100

万件を超えたことを記念して全国40か所に設置したラジオ塔

の一つで、神奈川県にはこの一基しかありません。 

当時は、このラジオ塔前の広場に大勢の方が集まりラジオ体

操を行っていました。担当アナウンサーも体操着姿でマイクの

前に立ち、聴取者と一緒に体操を行っていたそうですが、照宮内親王（昭和天皇第一皇女）

もラジオ体操を行っているという話が伝わり、それ以降は、燕尾服に蝶ネクタイ姿で放送

したという逸話が残っています。 

【参考】 横浜貿易新聞（昭和 7 年 11 月 19 日）、市史通信（横浜市資料室 第 8 号 2010）、 

ラジオ年艦（昭和 17 年） 

 

 

 

 

日  時 場  所 内   容 参加者 

4 月 13 日 アミューあつぎ 定例会 会員２２名 

4 月 15 日 福祉センター 総会資料印刷 会員 3 名 

4 月 16 日 福祉センター 総会資料製本 会員 9 名 

4 月 18 日 アミューあつぎ 第 15 回通常総会 会員３２名 

4 月 18 日 レストラン ケヤキ 懇親会 会員 24 名 

4 月 20 日 厚木中央公園 行事支援 かながわグルメフェスタｉｎ厚木 会員１１名 

4 月 21 日 厚木中央公園 行事支援 かながわグルメフェスタｉｎ厚木 会員 6 名 

4 月 25 日 小町神社・高松山 企画ガイド 高松山ハイキング下見 会員 5 名 

4 月 26 日 アミューあつぎ 座間ふるさとガイドの会 打ち合わせ 会員 3 名 

4 月 27 日 

～５月６日 
中飯山自治会館 臨時飯山観光案内所支援  

各  日 

会員 2 名 

4 月 28 日 飯山・白山 白山ハイキングコース点検・整備・清掃支援 会員 3 名 

5 月 2 日 小町神社・高松山 企画ガイド 高松山ハイクと５万本ツツジ観賞 会員 8 名 

5 月 4 日 アミューあつぎ 役員会 会員 ７名 

5 月 6 日 寿荘 編集会議 会員 6 名 

最近の活動 
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令和元年５月・６月 行事 

お願い 行事予定が決まりましたら、阿部あてメールでご連絡下さい。 

提出期限は定例会の１週間前（編集会議と印刷のため）  

 

 

月 日  時 行  事 会場・場所 内  容 申込先等 

５ 

 

 

 

 

 

 

月 

１１日（土） 

09：00～12：00 
定例会 

保健福祉センター 

５０１号室 
― サークルスクエア 

１２日（日） 

09：00～16：00 

雨天の場合は１９日

（日） 

行事支援 

 

春季観光客入込調査 

市内拠点 5 ヶ所 

観光客人数調査 

アンケート調査、観光案

内等 

サークルスクエア 

16 日（木） 

09:30～13：00 

企画ガイド下見 

大山道・柏尾通りを訪ねて 

戸田の渡し→防災セ

ンター→高部屋神社 

他 

コースの事前確認 

本厚木駅南口 13 番 

バス停 9 時 10 分発 

飲み物持参 

サークルスクエア 

２２日（水） 

中戸田バス停 

９時３０分集合 

企画ガイド 

大山道 柏尾通りを訪ねて 

～防災施設体験あり～ 

中戸田バス停→（上

記コース）→伊勢原

駅 （１４時解散予定） 

募集人員４０名 

弁当、飲料水、雨具持参 
サークルスクエア 

28 日（火） 

０９：４０～１２：２０ 

第 2回かながわガイド協議会 

訪問ガイド研修 

湯河原温泉散策 

湯河原町内 
不動滝バス停 

湯河原駅より 2番（15分） 
サークルスクエア 
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月 

１日（土） 

09:０0～12：00 
役員会 アミューあつぎ ― サークルスクエア 

８日（土） 

09:０0～12：00 
定例会 アミューあつぎ ― サークルスクエア 

13 日（木） 

09:30～12：10 

企画ガイド 

小野の里 歴史を訪ねて 

～福昌寺座禅体験あり～ 

福昌寺→堰神社→

小野神社→龍鳳寺 

募集人員４０名 

弁当、飲料水持参 
サークルスクエア 

   創刊から 183 号目となる今月の協会ニュースは、元号が令和と改まって初めて発行になります。 

今月号から阿部が編集に参加させていただきました。幸い、周りに長年にわたり編集にたずさわってこられた皆さ

んがいらっしゃいますので、いろいろ教えていただきながら編集作業を行っていきたいと思います。 

会員の皆さまには記事の作成だけではなく、いろいろお願いすることになると思いますが、どうぞよろしくお願い

致します。 

編集委員  阿部 啓冊 澤田 正弘  高野 弘  

寺田 敏 長谷川 和美 三平 与志

子  

編 集 後

記 

 


